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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
虐待防止推進委員会開催日程

開催日時：毎月第2水曜日　15：30～16：00
場　　所：病院2階会議室

· 欠席届はワークフロー申請となります。開催日前に必ず提出して下さい。業務都合で欠席の場合も、必ず申請して下さい。
令和4年度の虐待防止推進委員会活動内容（事業計画案）

【計画概要】
患者様・利用者様の基本的人権を尊重する為、虐待防止の観点から虐待の発生又はその再発を防止するための委員会として虐待を受けたものの安全を守り支援体制の確立を図る。

【事業目標】

患者様・利用者様の虐待防止について、定期的に検討する場を設ける。

各病棟や施設内において研修会等を開催し、適切なケアが行われるよう活動する。

【事業内容】
＜1＞委員会の定期開催　（毎月第2水曜日15：30～）

＜2＞各施設（サービス）における虐待防止における規定の確認の実施。

＜3＞虐待防止に関しての指針の整備・作成　発生・発見時のマニュアル作成
＜4＞研修会の実施
＜5＞虐待防止推進啓発活動　（案）ＷＩＺ掲示版にて全国での発生件数や事例紹介等の掲示　（毎月の担当制にする・担当については追って連絡します）
【各担当】
1、研修
主担当：松村SGM、河原SGM
担当：藤原SGM,小川SGM、白川SGM,松川さん
・実施時期は7月、12月

・上半期・下半期に1回各領域毎に「虐待防止推進に関する研修」を実施。
・昨年実施した意識調査結果を基にした内容等、担当者にて研修内容を検討、企画、実施、報告を行う。
2、意識調査
主担当：上野SGM,奥寺SGM
担当：赤坂SGM,斉藤SGM、福士SGM,小村SGM
・実施時期は8月に全職員対象にて意識調査を実施。9月集計と掲示。
・アンケートの内容は昨年と変えていく。各担当者にて内容を検討する。
・回収率の向上についての検討
3、啓発活動
主担当：大井SGM
担当：土岐SGM,田村さん、中村さん
・毎月啓発活動を行う（事例のWIZ掲示等）。
・虐待防止推進に係る標語の募集・掲示物の作成（年2回）。昨年度は委員会メンバーでの募集であったが、今年度は全職員対象に募集する）。
4、事例検討
毎月委員会にて各部署における虐待や虐待を疑われる事例等を持ち寄り、委員会内で検討会を実施する。
	6月
	担当者

	6月
	土岐SGM、小村SGM

	7月
	藤原SGM,白川SGM

	8月
	福士SGM、松川達也

	9月
	上野SGM,田村祐樹

	10月
	赤坂SGM、河原SGM

	11月
	大井SGM,奥寺SGM

	12月
	土岐SGM,中村智志

	1月
	小川拓人、小村SGM

	2月
	藤原SGM,白川SGM

	3月
	斉藤慶大、松川達也

	4月
	上野SGM、白川SGM

	5月
	松村SGM,河原SGM


5、虐待防止推進の指針の整備、掲示方法の検討
担当：野々上AOM,吉田、福士SGM
・各領域毎に必要事項が記載されているか確認し、整備を行う。またどのような形で周知するか（ホープページ掲載等）検討行う。
【虐待の範囲】

· 身体的虐待⇒暴力等

· 介護・世話の放棄　⇒ネグレクト

· 心理的虐待⇒暴言等で心理的外傷を与えること

· 性的虐待⇒わいせつな行為を行うことまた強要すること。

· 経済的虐待⇒本人の同意なくして金銭を使用、または制限すること

高齢領域【令和3年度介護報酬改定】高齢者虐待防止の推進

・全ての介護サービスに対し、利用者の人権の擁護、虐待防止の観点から、虐待の発生又はその再発を防止するための委員会の開催、指針の整備、研修の実施、担当者をさだめることを義務付けることとなる。
■虐待の防止のための措置に関する事項　※3年間の経過措置期間あり

1 虐待の防止のための対策を検討する委員会の設置

⇒委員会は定期的に開催すること。

⇒委員会の決定事項等は従業者に周知徹底を図ること

2 虐待防止のための指針

3 虐待防止のための研修を定期的に実施

4 虐待防止のための担当者を置く

※指針に関しては、全ての人が閲覧できる事が望ましい為、青仁会ホームページ等に記載するか検討
【年間スケジュール】

	月
	業務･行事･会議等

	6月
	定期的委員会の開催(毎月第2水曜日15：30～翌年5月まで12回)

指針の整備・修正等（9月末）

マニュアル整備・作成・修正等
虐待防止推進啓発活動（毎月）

	7月
	虐待防止推進研修（精神・高齢）

	8月
	法人研修にて「人権擁護」研修予定、虐待に関する意識調査の実施

	9月
	虐待に関する意識調査結果の集計、掲示

	10月
	

	11月
	苑内研修にて「高齢者虐待防止について」研修予定

	12月
	虐待防止推進研修（精神・高齢）

	1月
	

	2月
	高齢領域、施設内研修にて「身体拘束と虐待について」実施予定

	3月
	みさわ研修にて「高齢者虐待と身体拘束について」研修予定

	4月
	

	5月
	


今年度は各委員会メンバー全員に担当を付けさせて頂きました。委員会に出席するだけではなく、委員会での役割を持ち、虐待防止推進に向け各部署での先頭となって活動して頂きたいと思います。
議事録担当

	月
	担当者　（サブ）

	6月
	奥寺SGM（松川）

	7月
	松村SGM（赤坂SGM）

	8月
	白川SGM（小村SGM）

	9月
	上野SGM（小川）

	10月
	河原SGM（田村）

	11月
	斉藤（中村）

	12月
	土岐SGM（福士SGM）

	1月
	赤坂SGM（大井SGM）

	2月
	奥寺SGM（松川）

	3月
	松村SGM（赤坂SGM）

	4月
	白川SGM（小村SGM）

	5月
	上野SGM（小川）


【事例検討】

　南山苑入所

　　見守りや付き添いが必要な利用者様が椅子から立ち上がった際の対応について、他入居者様の対応中やホール見守り職員が1名しかいない場合が多く対応困難な事があり、立ち上がった利用者様に対し「座ってて」等と座らせているのが現状である。

　⇒・「座ってて」と口調がきつくなってしまう事があるが、口調を変えることで変化が出てくるのではないか。

　　・誘導時間や定期的に誘導するなど対応してはどうか。

　　・本人の意思が尊重できるような声掛けや対応を心掛けていく。

　南陽館

　　入浴拒否する方に対して、「もう入らなくていい」ときつく対応している事がみられた。
　⇒・管理者より言葉使いや態度などについて指導している。
　　・管理職のみではなく、周りの職員からも声掛けをしてコミュニケーションを図れれば変化がでるのではないか。

【福士副委員長より】

　事例検討解決に向けて、委員会参加者のみからの意見だけではなく、他職員からの意見も貰えたら解決につながるのではないか。

⇒全職員にメールをして意見を求めるかどうかを含め、今後検討していく事とする。

【野々上AOMより】

　1年間よろしくお願いします。虐待がないのが当然の事ですが、小さな種はどこの病棟にもあり、大きく外にでるのかどうかの違いだと思います。小さな種から消せるような取り組みや討論をしていければと思います。今年は啓発活動多くしており、職員の意識の向上を目的にしています。
【次回委員会予定】

日時：R4年7月13日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：松村SGM
